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イベント・行事の
開催について

新型コロナウイルスの影響により、掲載している行事について、やむなく中止となる場合があります。
最新の開催状況については、各問合せ先でご確認ください。

デマンドタクシー4月から運行
〜 町の交通をより便利に 〜



奨
励
賞

四
ヶ
浦
小
学
校	

一
年	

神　
﨑　
圭
士
郎

四
ヶ
浦
小
学
校	

三
年	

濵　
野　
綾　
香

佳
作朝

日
小
学
校	

六
年	

赤　
松　
海　
音

朝
日
小
学
校	

六
年	

冨　
山　
七　
花

宮
崎
小
学
校	

六
年	

佐
々
木　
凛　
音

詩
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞社

中
学
校	

二
年	

古　
木　
舜　
也

水
仙
は
な
ん
で
白
い
の
？

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、水
仙
っ
て
何
で
白
い
の
？
」

そ
う
聞
く
と
、

「
き
っ
と
、み
ん
な
が
真
っ
白
な
き
れ
い
な
心
で

い
て
ほ
し
い
。だ
か
ら
白
い
ん
だ
と
思
う
よ
」

と
言
っ
て
い
た

小
さ
い
頃
の
僕
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
持
っ
て
い
た
、

花
図
鑑
に
み
と
れ
て
い
た

ど
の
花
も
美
し
く
咲
い
て
い
た
。と
く
に
水
仙
は
、

夜
空
に
き
ら
め
く
星
の
よ
う
だ
っ
た
。

そ
の
時
の
僕
は
、

「
僕
も
心
の
き
れ
い
な
大
人
に
な
り
た
い
な
」と
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、「
絶
対
い
い
大
人
に
な
る
わ
」

と
言
っ
て
く
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

今
の
僕
は
ま
だ
ヤ
ン
チ
ャ
な
子
供
だ
け
ど

い
い
大
人
に
な
ら
な
く
ち
ゃ
と
久
々
に
思
っ
た
。

俳
句
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞織

田
中
学
校	

二
年	

佐
々
木　
大　
悟

「
水
仙
の
見
下
ろ
す
先
に
永
遠
の
海
」

奨
励
賞

織
田
中
学
校	

二
年	

駒　
野　
翔　
太

宮
崎
中
学
校	

二
年	

佐
々
木　
結　
愛

佳
作織

田
中
学
校	
三
年	

杉　
森　
詩　
音

宮
崎
中
学
校	
三
年	
野　
崎　
慶　
太

織
田
中
学
校	

一
年	
駒　
野　
椿　
季

俳
句
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

大
賞丹

生
高
等
学
校	

一
年	

山　
内　
彩
未
佳

「
水
仙
の
視
線
の
先
に
水
平
線
」

奨
励
賞

丹
生
高
等
学
校	

三
年	

杉　
本　
蒼　
空

丹
生
高
等
学
校	

三
年	

伊　
部　
あ
さ
か

　

令
和
3
年
度　

越
前　

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
詩
部
門
に
５
８
７
編
、
俳

句
部
門
に
３
２
２
４
句
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、両

部
門
の
54
人
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
考

慮
し
、開
催
を
中
止
と
し
ま
し
た
。

俳
句
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞萩

野
小
学
校	

三
年	

竹　
澤　
由　
夏

「
す
い
せ
ん
が

 

　
　
し
ん
か
ん
せ
ん
に
の
っ
て
い
る
よ
」

奨
励
賞

朝
日
小
学
校	

五
年	

金　
巻　
航　
志

朝
日
小
学
校	

二
年	

西　
端　
祢　
音

佳
作平

泉
寺
小
学
校	

六
年	

牧　
下　
空　
桜

萩
野
小
学
校	

六
年	

山　
岸　
久　
夏

朝
日
小
学
校	

五
年	

木　
本　
心　
太

佳
作丹

生
高
等
学
校	

一
年	

村　
中　
結　
羽

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

近　
藤　
美　
結

鯖
江
高
等
学
校	

二
年	

庭　
本　
希　
星

俳
句
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞愛

媛
県
新
居
浜
市	

	

菅　
　
　
貴
久
代

「
水
平
の
海
垂
直
の
野
水
仙
」

奨
励
賞

滋
賀
県
高
島
市	

	

駒　
野　
英　
明

福
井
県
敦
賀
市	

	

石　
田　
　
　
徹

佳
作熊

本
県
熊
本
市	

	

園　
田　
　
　
浩

神
奈
川
県
厚
木
市	

	

北　
村　
純　
一

大
阪
府
箕
面
市	

	

松　
浦　
宣　
子

詩
部
門 
（
小
学
生
の
部
）

大
賞朝

日
小
学
校	

六
年	

高　
野　
仁　
瑚

立
派
な
カ
ニ
　

お
父
さ
ん
が
立
派
な
カ
ニ
を
買
っ
て
き
た

そ
の
カ
ニ
の
立
派
な
と
こ
ろ
は

大
き
な
手　
す
る
ど
い
ハ
サ
ミ

希
望
が
見
え
る
ク
リ
ク
リ
し
た
目

コ
ロ
ナ
禍
で
栃
木
の
じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

所
に
会
い
に
い
け
な
い
の
で　
代
わ
り
に

立
派
な
カ
ニ
に
会
い
に
行
っ
て
も
ら
っ
た

カ
ニ
は
た
く
さ
ん
卵
を
産
む
ら
し
い

私
は
カ
ニ
に
つ
い
て
い
る
卵
の
数
ぐ
ら
い

た
く
さ
ん
の
想
い
を
立
派
な
カ
ニ
に
届
け
て

も
ら
っ
た

我
慢
す
る
気
持
ち　
家
族
の
存
在
の
あ
り
が
た
さ

一
人
ひ
と
り
の
命
の
大
切
さ

私
は
勇
気
が
も
ら
え
た

な
ぜ
な
ら
そ
の
カ
ニ
は
始
め
か
ら
立
派
だ
っ
た
の

で
は
な
く
、た
く
さ
ん
の
困
難
を
乗
り
こ
え
て

立
派
に
な
っ
た
と
思
っ
た
か
ら

私
も
先
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
も

平
和
な
未
来
が
お
と
ず
れ
る
ま
で

夢
に
向
か
っ
て
つ
き
進
む

栃
木
の
じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、

あ
の
立
派
な
カ
ニ
の
よ
う
に
な
っ
た

自
分
を
見
せ
る
た
め
に

奨
励
賞

星
光
学
院
中
学
校	

二
年	

平　
　
　
瑛　
祥

社
中
学
校	

二
年	

小　
林　
優　
太

佳
作星

光
学
院
中
学
校	

二
年	

谷　
口　
侑　
生

社
中
学
校	

二
年	

北　
村　
汐　
羅

社
中
学
校	

二
年	

鴨
志
田　
結　
依

星
光
学
院
中
学
校	

二
年	

雪　
定　
健　
汰

詩
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

佳
作丹

生
高
等
学
校	

二
年	

小　
塙　
　
　
茜

伊
丹
北
高
等
学
校	

二
年	

徳　
田　
樹　
希

詩
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞愛

知
県
一
宮
市	

	

大　
江　
　
　
豊

バ
ス
停

み
ん
な
で

や
っ
て
来
た

曇
り
空
か
ら

ひ
と
り
に
な
れ
る
よ
う
に

一
葉
の
写
真
が
引
き
出
さ
れ
て

何
処
か　
遠
く
の
方
か
ら

や
っ
て
来
た　
あ
れ
は

父
方
の
方
で
あ
ろ
う

バ
ス
停
と
言
っ
て
も

屋
根
も　
椅
子
も
な
い

何
某
海
岸
と
言
う　
朽
ち
か
け
た
顔
が

肋
骨
の
上
に
乗
っ
か
っ
て
い
た

ま
ば
ら
に
生
え
た
草
む
ら
の

裂
け
た
口
の
辺
り　
そ
れ
で
も

登
り
口
は　
崖
伝
い　
筋
が
見
え
て
い
た

降
り
て
来
た
と
こ
ろ
が　
そ
の
ま
ま

バ
ス
停
に
な
る
よ
う　
誰
か
が

決
め
て
お
い
た
の
だ
ろ
う

誰
も
彼
も

よ
そ
者
と
し
て

乗
り
合
わ
せ　
や
っ
て
来
た

よ
そ
行
き
の
顔
で
登
っ
て
来
た

そ
の
昔　
半
島
の
国
か
ら

舟
を
連
ね
て　
や
っ
て
来
た

洗
い
ざ
ら
い
の
崖　
そ
の
頃
は

「
越
」と
呼
ば
れ
て
い
た

崖
の
上
に
出
る
と　
そ
こ
は

年
の
終
わ
り
か
ら
年
の
は
じ
ま
り
に

ま
た
が
っ
て　
水
仙
が
咲
き
乱
れ
て
い
た

何
処
ま
で
行
っ
て
も　
よ
そ
行
き
で

襟
の
立
つ　
転
校
生
の
よ
う
な
装
い
で

こ
れ
ま
で
も　
こ
れ
か
ら
も

い
ま　
だ
っ
て　
そ
う

群
れ
の
中
で

ひ
と
り
だ

奨
励
賞

東
京
都
八
王
子
市	

	

口　
野　
　
　
萌

福
井
県
坂
井
市	

	

林　
　
　
　
　
恵

佳
作東

京
都
目
黒
区	

	

宮　
田　
直　
樹

千
葉
県
市
川
市	

	

山　
本　
　
　
明

福
井
県
福
井
市	

	

中　
川　
嵩　
登

越
前
町
商
工
会
長
賞

朝
日
小
学
校	

二
年	
青　
山　
　
　
詩

県
立
盲
学
校
中
学
部	

三
年	

小　
林　
和　
義

丹
生
高
等
学
校	

三
年	

𠮷　
田　
光　
志

福
井
県
農
業
協
同
組
合
長
賞

糸
生
小
学
校	

五
年	

冨　
山　
　
　
映

社
中
学
校	

二
年	

宮　
﨑　
遥　
名

越
前
町
漁
業
協
同
組
合
長
賞

　
俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

福
井
県
福
井
市	

	

岡　
本　
照　
子

　
詩
部
門（
一
般
の
部
）

福
井
県
小
浜
市	

	

竹　
原　
悦　
子

越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

　
俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

東
京
都
練
馬
区	

	

小　
林　
和　
子

　
詩
部
門（
一
般
の
部
）

福
井
県
勝
山
市	

	

柾　
　
　
あ
ず
さ

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

入
賞
者 

大
賞
作
品
テーマ
未来

「
越
前

」
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
3
月
27

日
、
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
方
法
を
学
ぶ
講
座

を
三
崎
区
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
は
誰
し
も
が
な
る
可
能
性
の
あ
る「
脳

の
病
気
」
で
あ
り
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
現
代
で

は
と
て
も
身
近
な
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
認
知
症
の
症
状
や
対
応
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
説
明
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
地
域

で
包
括
的
に
取
り
組
む
重
要
性
が
分
か
り
、
大

変
良
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
今
回
の
講
座
を
地
域
の
認
知
症
の
人
の
見

守
り
・
声
掛
け
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

み
ん
な
に
優
し
い
越
前
町
を
目
指
し
、
こ
れ
か

ら
も
各
地
区
で
講
座
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
で
見
守
り
・
声
か
け
活
動
in
三
崎
を
開
催
し
ま
し
た

　
3
月
25
日
、
丸
善
イ
ン
テ
ッ
ク
ア
リ
ー
ナ
大

阪（
大
阪
府
）で
第
35
回
世
界
バ
ト
ン
ト
ワ
ー

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
日
本
代
表
選
考
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
仙
石
来
羽
さ
ん（
厨
区
・
福
工
大

福
井
中
3
年
）が
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
男
子
ユ
ー

ス
部
門
に
出
場
し
、
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
世
界
大
会
は
8
月
に
イ
タ
リ
ア
・
ト
リ

ノ
で
開
か
れ
ま
す
。

※
学
年
は
大
会
当
時
の
も
の
で
す
。

第
35
回
世
界
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
日
本
代
表
選
考
会▲講座の様子 ▲仙石来羽さん

　
道
の
駅
「
パ
ー
ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」
が
、
4

月
15
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
内
装
を
一
新
し
、
明
る
い
雰
囲
気
の
開
放
感

あ
る
ワ
ン
フ
ロ
ア
の
店
内
で
は
、
お
食
事
や
お

買
い
物
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
は
、
福
井
県
、
越
前
町
の

特
産
品
を
使
っ
た
新
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
ほ

か
、
売
店
で
は
地
元
産
の
野
菜
や
水
産
加
工

品
、
道
の
駅
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
お
土
産
物
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
道
の
駅
「
パ
ー
ク

イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」
に
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
道
の
駅
「
パ
ー
ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」

　
☎
３
４‒

２
８
５
０

営
業
時
間

　
売
店　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
食
堂　
午
前
11
時
〜
午
後
3
時

　
（
12
月
〜
2
月
は　
午
前
11
時
〜
午
後
2
時
）

　
定
休
日　
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
営
業
）

駐
車
場
・
屋
外
ト
イ
レ
は
24
時
間
・
年
中
ご

利
用
が
可
能
で
す
。

道
の
駅「
パ
ー
ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！▲充実した物販コーナー ▲開放的な店内

　
福
井
県
で
初
め
て
の
世
界
選
手
権
の
日

本
代
表
に
選
ば
れ
て
大
変
嬉
し
い
で
す
。

選
考
会
で
は
緊
張
で
表
現
し
き
れ
な
い
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
け
ど
、
世
界
選
手
権
ま
で

に
し
っ
か
り
と
調
整
し
て
、
メ
ダ
ル
を
取

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

仙
石
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　

丹
生
高
校
初
の
甲
子
園
出
場
と
な

り
、
緊
張
し
ま
し
た
が
と
て
も
い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
で
、
た
く
さ
ん
の
課
題

を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
課
題
を
克
服

し
、
夏
に
ま
た
甲
子
園
に
出
場
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

地
域
の
方
、
周
り
の
方
の
応
援
が

あ
っ
て
の
甲
子
園
で
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

丹
生
高
校
野
球
部

主
将　
来
田  

竹
竜
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　
第
94
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
の
5
日

目
、丹
生
高
校
対
広
島
商
業
高
校
（
広
島
県
）

の
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
甲
子
園
球
場
に

駆
け
付
け
た
多
く
の
町
民
は
、
選
手
た
ち
を

直
で
鼓
舞
し
ま
し
た
。

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
に

て
行
わ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で

は
、
74
名
が
丹
生
高
校
の
奮
闘
を
応
援
し
ま

し
た
。

　
観
戦
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
の
み

の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
丹
生
高

校
の
選
手
が
活
躍
を
見
せ
る
た
び
に
バ
ル
ー

ン
を
鳴
ら
す
音
が
会
場
中
に
大
き
く
響
い
て

い
ま
し
た
。

　
一
回
裏
に
広
島
商
が
3
点
を
入
れ
、
追
い

か
け
る
展
開
と
な
り
ま
す
が
、
二
回
表
の
丹

生
高
校
の
攻
撃
で
は
、
来
田
主
将
を
筆
頭
に

打
線
が
大
爆
発
し
4
点
を
入
れ
、
逆
転
に
成

功
し
た
こ
と
で
会
場
は
盛
大
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
直
後
の
二
回
裏
に
は
逆
転
を
許

し
、
そ
の
後
も
追
加
点
も
重
ね
ら
れ
、
苦
し

い
展
開
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
9
回
表
、
最

後
ま
で
諦
め
な
い
丹
生
高
校
は
、
梅
田
選
手

の
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
3
点
を
返
し

意
地
を
見
せ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

結　
果

　
丹
生
高
校		
7‒
22		
広
島
商
業
高
校

　
会
場
の
参
加
者
か
ら
は
、
野
球
を
楽
し
み
、

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
選
手
た
ち
の
姿
を

観
て
、「
い
い
試
合
だ
っ
た
」「
ま
た
、
夏
の
大

会
で
試
合
を
し
て
い
る
姿
を
観
た
い
」
と
、

称
え
る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

次
に
甲
子
園
で
行
わ
れ
る
夏
の
大
会
は
、

福
井
県
予
選
が
行
わ
れ
、
優
勝
す
る
と
再
び

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
県
内
に
は
今

大
会
に
同
時
出
場
し
た
敦
賀
気
比
高
校
を
筆

頭
に
多
く
の
強
豪
校
が
あ
り
ま
す
が
、
今
試

合
の
よ
う
な
粘
り
で
打
ち
破
り
、

出
場
の
権
利
を
勝
ち
取
れ
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲大型スクリーンで迫力ある映像と音声が流れ、現地
にいるような気分で応援に熱が入りました。

▲試合後、スタンドの応援団に寄る様子

第
94
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会

　

個
人
的
に
は
収
穫
の
あ
る
打
席
も

あ
っ
て
良
か
っ
た
が
、
チ
ー
ム
的
に
は

完
封
負
け
を
喫
し
て
非
常
に
悔
し
い
思

い
が
あ
る
。
私
生
活
か
ら
見
直
し
て
自

分
の
中
で
も
っ
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

濵
野
孝
教
選
手
の
コ
メ
ン
ト

敦
賀
気
比
高
校  

濵
野 

孝
教 

選
手

　
本
町
出
身
の
濵
野
孝
教
選
手
は
、
敦
賀
気

比
高
校
の
選
手
と
し
て
甲
子
園
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

二
打
席
目
に
は
チ
ー
ム
初
安
打
を
放
つ

と
、
四
打
席
目
に
も
内
野
安
打
を
打
ち
、

チ
ー
ム
が
三
安
打
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
中
、

二
安
打
を
記
録
す
る
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

結　
果

　
敦
賀
気
比		

０‒

９		

広
陵
（
広
島
）

▲清水区長（写真左）、木下さん（写真右）

　
3
月
24
日
、
乙
坂
区
が
伝
統
的
民
家
群
保
存

活
用
推
進
地
区
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
報
告
に
区

長
の
清
水
伸
仁
さ
ん
と
区
役
員
の
木
下
猛
さ
ん

が
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
8
地
区
目
の
指
定
と
な
る
乙
坂
区

は
、
乙
坂
山
の
麓
に
位
置
し
、
切
妻
屋
根
な
ど

の
農
家
型
伝
統
的
民
家
が
十
数
軒
あ
り
、
古
く

か
ら
の
農
村
風
景
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
民
家
指
定
地
区

▲安打を放つ濵野選手
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DX推進室 室長（兼）
佐々木直人

室長補佐
佐々木貴久

課員
木村良太・青木佳奈☎34‒8701

総務課

課長
佐々木直人

課長補佐(人事)
河瀬慎人

課長補佐（行政）
上坂健一

課員
坂下由美子・大橋伸也・堀内文夫
冨田洋輔・奥山友梨香

課長補佐(秘書)
笠川晃央

課員(兼)
青木佳奈
運転手
松村　修☎34‒8700

住民環境課
課長
林　和美

課長補佐（住民）
髙木裕見子
課長補佐（環境）
木原尚裕

課員
後藤邦枝・清水拓郎・山口祐子
林　彰紀・小刀称優光・嵯峨通予

☎34‒8708

会　計　課 課長(兼)
友広家延

課長補佐
伊部由三

課員
井上真穂・坂下彩音☎34‒8706

都市整備課
課長
齋藤健治

課長補佐(朝日･宮崎)
大橋直人

課員
山本周二良・髙松千鶴・黒﨑一哉
加藤条太郎・角谷　心・中島悠太
戸田貫太

課長補佐(越前･織田)
福澤秀一☎34‒8703

子育て世代
包括支援センター

センター長（兼）
岡山克大

センター長補佐
菅原多恵

保健師
岡田明代・山越加奈子
栄養士
榎本博美☎34‒8821

ふるさと納税室 室長（兼）
林　康彦

室長補佐(兼)
杉森　匡

課員
中村英哲

課員（兼）
松井千尋☎34‒8714

朝日ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ センター長（兼）
林　康彦

センター長補佐(兼)
杉森　匡

課員(兼)
中村英哲・青山晴彦☎34‒7771

宮崎ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
川嶋孝史
（地域防災担当）

課員(兼)
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員(兼)
石川智美☎34‒2000

越前ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
小道世知紀
（地域防災担当）

課員(兼)
森下亜希子・大鎌瑞奈・山下祥兵
事務補助員(兼)
道畑直和☎34‒1501

織田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
北野宗昭
（地域防災担当）

課員(兼)
上坂佳一・西端沙紀・吉田卓矢

☎36‒1111

課長
宮川泰昌

課長補佐(住宅政策)
安井俊幸
課長補佐(移住定住)
岡田寿子

課員
小山喜世美・牧田茂晴・川端雅旭
左近知也定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7712

議　会
議会事務局長 次長

轟久美子
書記
安井正樹

総務理事
杉本恭伸

石田和也

町　長
青柳良彦

副町長
細井秀之

民生理事
山口隆司

スポーツ振興課
課長(兼)
山口和美

課長補佐
藤田智広

課員
幸山流気・渡辺晃大・杉本夕葉

☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

課長
津田豊申

課長補佐
宮永裕次

課員
小西智弘・山﨑充晃・小辻和正
吉田昌史・山﨑かんな・松田拓巳

商工観光課
☎34‒8720

課長
黒田とみ子

課長補佐
佐々木桂子

課員
中倉京子・渡辺大作・齋藤　尭

障がい生活課
☎34‒8723

課長
原　雅哉

課長補佐(農政)
尾澤正章
課長補佐(農林水産)
久保義治
課長補佐(農業土木)
松山哲也

課員
阪下倫夫・正木俊行・宮﨑みか
竹内美幸・小林宏光・三谷元騎
上坂健太郎・八木亮磨農林水産課

☎34‒8704

産業理事
水島博之

産
　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
菅原辰彦

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
出口俊一

派 遣 職 員

福井県
畑　優器

福井県地方税滞納整理機構(兼)
松田貴之

(一社)越前町観光連盟
三七広樹・毛利裕昭

(一財)越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介・神谷宗典

福井県丹南広域組合
坂下哲哉

福井県後期高齢者医療広域連合
大久保佳輝

鯖江広域衛生施設組合
大矢康一

図書館 館長心得
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
佐々木浩子

学芸員
小辻陽子・村上雅紀・菱田百花☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
山口和美

館長補佐（併）
北野宗昭

課員（併）
上坂佳一・西端沙紀・吉田卓矢

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
山口和美

館長補佐（併）
小道世知紀

課員（併）
森下亜希子・大鎌瑞奈・山下祥兵
事務補助員(併)
道畑直和☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（併）
山口和美

館長補佐（併）
川嶋孝史

課員（併）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員(併)
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
山口和美

次長(兼)
中村あい

課員（兼）
佐々木由里・安井明希子・山口堅悟
山川恭佳☎34‒2000

生涯学習課
課長
山口和美

課長補佐
中村あい

課員
佐々木由里・安井明希子・山口堅悟
山川恭佳☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
中村弘和

栄養士
野村晶子・宮下拓翔

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0061

越前中学校 用務員
大川好枝☎37‒1200

朝日小学校 用務員
進士利栄☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
京藤直美☎32‒2002

織田小学校 用務員
宮川幸代☎36‒0019

萩野小学校 用務員
相馬はるみ☎36‒0028

国際交流室 室長（兼）
山口和美

室長補佐（兼）
中村あい

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
佐々木由里☎34‒8713

学校教育課

課長
髙木剛彦

課長補佐（学校教育）
山田幸一

課員
森﨑さゆり・野　哲治・水島美奈
髙木浩輔・久保伶奈・増田涼花
指導主事
川崎恵理

課長補佐(教育環境)
水島伸也☎34‒8716

会計管理者
友広家延

課長
松村徹治

課長補佐(上水)
毛利章憲
課長補佐(下水)
伊部茂幸

課員
牧野正克・佐々木岳大・竹内敏雄
下仲順子・水嶋康志郎・上平圭太
竹島康平

上下水道課
☎34‒8707

建設理事(兼)
水島博之

建
　設
　部
　門

地域包括
支援センター

センター長
吉田直子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
髙島幸恵
介護福祉士
水島由紀☎34‒8729

介護福祉課

課長
佐々木訟覚

課長補佐
松島顕子

課員
柴矢昌美・中西亜由美・牧田千佳
下仲　翔・山内美咲
介護福祉士
姉﨑加奈子

事務補助員
川上清恵☎34‒8715

健康保険課

課長
臥龍岡尊哉

課長補佐
(国保・年金・後期高齢)
山田宗治

課員
森下千尋・駒野裕子・上野一誠
村上広樹・古川綺乃

課長補佐(健康増進)
中上由美

保健師
木下里美・青木七恵・増田潤一郎
伊藤郁実
栄養士
出倉愛実

課長補佐(ワクチン)
森﨑千春

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
松葉雪枝☎32‒2323

宮崎児童館 館長
松葉雪枝

主任児童厚生員
齋藤忠良☎32‒2323

小曽原保育所 所長
芝田優子

保育士
谷口万絵・近藤泰子・佐々木葵☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
高原律子

保育士
小荒繁美・堀　京子・三村彰信・与坂悠子
永谷沙織・酒井基圭・山本咲希・竹内英澄☎32‒2067

朝日南保育所
所長
青山美智代

保育士
福岡沙織・青山裕美・鈴木知恵
八田あずさ・黒田春佳☎34‒1614

朝日西保育所
所長
北島優子

保育士
谷口育代・月田有香・中山貴世
木下祐子・日下結愛☎34‒5602

子ども未来課

課長
岡山克大

課長補佐
木原千晶
児童家庭相談員(兼)
松葉雪枝

課員
武田喜之・大鎌延浩・山田朋美
佐野七海
社会福祉士
水谷幸奈☎34‒8725

宮崎住民サービス室
室長（兼）
林　和美

室長補佐
川嶋孝史

課員
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員
石川智美☎34‒7711

越前住民サービス室
室長（兼）
林　和美

室長補佐
小道世知紀

課員
森下亜希子・大鎌瑞奈・山下祥兵
事務補助員
道畑直和☎34‒7711

織田住民サービス室 室長（兼）
林　和美

室長補佐
北野宗昭

課員
上坂佳一・西端沙紀・吉田卓矢☎34‒7711

監理課
課長
新谷　満

課長補佐(入札・検査)
北島崇行
課長補佐(施設)
清水英一

課員
見谷理奈・鷲田久憲・水野義之
増田佑馬

☎34‒8719

税務課
課長
岡田正一

課長補佐(課税)
山内了輔
課長補佐(納税)
牛若千鶴

課員
上山和美・上野孝則・森下智晴
濵野宏次・黒田麻里・松田貴之
竹内史哉・伊部祐貴・宮﨑りの☎34‒8709

企画振興課
課長
林　康彦

課長補佐(政策・振興)
杉森　匡
課長補佐(公共交通)
河合　智

課員
青山晴彦・西森千尋・松井千尋
課員（兼）
中村英哲☎34‒8702

財政課
課長
谷口浩之

課長補佐
水島友樹

課員
和田幸也・西　益男・谷口悦子
堀　隆弘☎34‒8711

防災安全課 課長
荒井基志

課長補佐
小河宗基

課員
古﨑竜司・鈴木亜紀子・橘　研吾☎34‒8721

図書館越前分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

館長補佐（司書）（兼）
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

DX推進室 室長（兼）
佐々木直人

室長補佐
佐々木貴久

課員
木村良太・青木佳奈☎34‒8701

総務課

課長
佐々木直人

課長補佐(人事)
河瀬慎人

課長補佐（行政）
上坂健一

課員
坂下由美子・大橋伸也・堀内文夫
冨田洋輔・奥山友梨香

課長補佐(秘書)
笠川晃央

課員(兼)
青木佳奈
運転手
松村　修☎34‒8700

住民環境課
課長
林　和美

課長補佐（住民）
髙木裕見子
課長補佐（環境）
木原尚裕

課員
後藤邦枝・清水拓郎・山口祐子
林　彰紀・小刀称優光・嵯峨通予

☎34‒8708

会　計　課 課長(兼)
友広家延

課長補佐
伊部由三

課員
井上真穂・坂下彩音☎34‒8706

都市整備課
課長
齋藤健治

課長補佐(朝日･宮崎)
大橋直人

課員
山本周二良・髙松千鶴・黒﨑一哉
加藤条太郎・角谷　心・中島悠太
戸田貫太

課長補佐(越前･織田)
福澤秀一☎34‒8703

子育て世代
包括支援センター

センター長（兼）
岡山克大

センター長補佐
菅原多恵

保健師
岡田明代・山越加奈子
栄養士
榎本博美☎34‒8821

ふるさと納税室 室長（兼）
林　康彦

室長補佐(兼)
杉森　匡

課員
中村英哲

課員（兼）
松井千尋☎34‒8714

朝日ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ センター長（兼）
林　康彦

センター長補佐(兼)
杉森　匡

課員(兼)
中村英哲・青山晴彦☎34‒7771

宮崎ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
川嶋孝史
（地域防災担当）

課員(兼)
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員(兼)
石川智美☎34‒2000

越前ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
小道世知紀
（地域防災担当）

課員(兼)
森下亜希子・大鎌瑞奈・山下祥兵
事務補助員(兼)
道畑直和☎34‒1501

織田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
北野宗昭
（地域防災担当）

課員(兼)
上坂佳一・西端沙紀・吉田卓矢

☎36‒1111

課長
宮川泰昌

課長補佐(住宅政策)
安井俊幸
課長補佐(移住定住)
岡田寿子

課員
小山喜世美・牧田茂晴・川端雅旭
左近知也定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7712

議　会
議会事務局長 次長

轟久美子
書記
安井正樹

総務理事
杉本恭伸

石田和也

町　長
青柳良彦

副町長
細井秀之

民生理事
山口隆司

スポーツ振興課
課長(兼)
山口和美

課長補佐
藤田智広

課員
幸山流気・渡辺晃大・杉本夕葉

☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

課長
津田豊申

課長補佐
宮永裕次

課員
小西智弘・山﨑充晃・小辻和正
吉田昌史・山﨑かんな・松田拓巳

商工観光課
☎34‒8720

課長
黒田とみ子

課長補佐
佐々木桂子

課員
中倉京子・渡辺大作・齋藤　尭

障がい生活課
☎34‒8723

課長
原　雅哉

課長補佐(農政)
尾澤正章
課長補佐(農林水産)
久保義治
課長補佐(農業土木)
松山哲也

課員
阪下倫夫・正木俊行・宮﨑みか
竹内美幸・小林宏光・三谷元騎
上坂健太郎・八木亮磨農林水産課

☎34‒8704

産業理事
水島博之

産
　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
菅原辰彦

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
出口俊一

派 遣 職 員

福井県
畑　優器

福井県地方税滞納整理機構(兼)
松田貴之

(一社)越前町観光連盟
三七広樹・毛利裕昭

(一財)越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介・神谷宗典

福井県丹南広域組合
坂下哲哉

福井県後期高齢者医療広域連合
大久保佳輝

鯖江広域衛生施設組合
大矢康一

図書館 館長心得
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
佐々木浩子

学芸員
小辻陽子・村上雅紀・菱田百花☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
山口和美

館長補佐（併）
北野宗昭

課員（併）
上坂佳一・西端沙紀・吉田卓矢

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
山口和美

館長補佐（併）
小道世知紀

課員（併）
森下亜希子・大鎌瑞奈・山下祥兵
事務補助員(併)
道畑直和☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（併）
山口和美

館長補佐（併）
川嶋孝史

課員（併）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員(併)
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
山口和美

次長(兼)
中村あい

課員（兼）
佐々木由里・安井明希子・山口堅悟
山川恭佳☎34‒2000

生涯学習課
課長
山口和美

課長補佐
中村あい

課員
佐々木由里・安井明希子・山口堅悟
山川恭佳☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
中村弘和

栄養士
野村晶子・宮下拓翔

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0061

越前中学校 用務員
大川好枝☎37‒1200

朝日小学校 用務員
進士利栄☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
京藤直美☎32‒2002

織田小学校 用務員
宮川幸代☎36‒0019

萩野小学校 用務員
相馬はるみ☎36‒0028

国際交流室 室長（兼）
山口和美

室長補佐（兼）
中村あい

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
佐々木由里☎34‒8713

学校教育課

課長
髙木剛彦

課長補佐（学校教育）
山田幸一

課員
森﨑さゆり・野　哲治・水島美奈
髙木浩輔・久保伶奈・増田涼花
指導主事
川崎恵理

課長補佐(教育環境)
水島伸也☎34‒8716

会計管理者
友広家延

課長
松村徹治

課長補佐(上水)
毛利章憲
課長補佐(下水)
伊部茂幸

課員
牧野正克・佐々木岳大・竹内敏雄
下仲順子・水嶋康志郎・上平圭太
竹島康平

上下水道課
☎34‒8707

建設理事(兼)
水島博之

建
　設
　部
　門

地域包括
支援センター

センター長
吉田直子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
髙島幸恵
介護福祉士
水島由紀☎34‒8729

介護福祉課

課長
佐々木訟覚

課長補佐
松島顕子

課員
柴矢昌美・中西亜由美・牧田千佳
下仲　翔・山内美咲
介護福祉士
姉﨑加奈子

事務補助員
川上清恵☎34‒8715

健康保険課

課長
臥龍岡尊哉

課長補佐
(国保・年金・後期高齢)
山田宗治

課員
森下千尋・駒野裕子・上野一誠
村上広樹・古川綺乃

課長補佐(健康増進)
中上由美

保健師
木下里美・青木七恵・増田潤一郎
伊藤郁実
栄養士
出倉愛実

課長補佐(ワクチン)
森﨑千春

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
松葉雪枝☎32‒2323

宮崎児童館 館長
松葉雪枝

主任児童厚生員
齋藤忠良☎32‒2323

小曽原保育所 所長
芝田優子

保育士
谷口万絵・近藤泰子・佐々木葵☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
高原律子

保育士
小荒繁美・堀　京子・三村彰信・与坂悠子
永谷沙織・酒井基圭・山本咲希・竹内英澄☎32‒2067

朝日南保育所
所長
青山美智代

保育士
福岡沙織・青山裕美・鈴木知恵
八田あずさ・黒田春佳☎34‒1614

朝日西保育所
所長
北島優子

保育士
谷口育代・月田有香・中山貴世
木下祐子・日下結愛☎34‒5602

子ども未来課

課長
岡山克大

課長補佐
木原千晶
児童家庭相談員(兼)
松葉雪枝

課員
武田喜之・大鎌延浩・山田朋美
佐野七海
社会福祉士
水谷幸奈☎34‒8725

宮崎住民サービス室
室長（兼）
林　和美

室長補佐
川嶋孝史

課員
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員
石川智美☎34‒7711

越前住民サービス室
室長（兼）
林　和美

室長補佐
小道世知紀

課員
森下亜希子・大鎌瑞奈・山下祥兵
事務補助員
道畑直和☎34‒7711

織田住民サービス室 室長（兼）
林　和美

室長補佐
北野宗昭

課員
上坂佳一・西端沙紀・吉田卓矢☎34‒7711

監理課
課長
新谷　満

課長補佐(入札・検査)
北島崇行
課長補佐(施設)
清水英一

課員
見谷理奈・鷲田久憲・水野義之
増田佑馬

☎34‒8719

税務課
課長
岡田正一

課長補佐(課税)
山内了輔
課長補佐(納税)
牛若千鶴

課員
上山和美・上野孝則・森下智晴
濵野宏次・黒田麻里・松田貴之
竹内史哉・伊部祐貴・宮﨑りの☎34‒8709

企画振興課
課長
林　康彦

課長補佐(政策・振興)
杉森　匡
課長補佐(公共交通)
河合　智

課員
青山晴彦・西森千尋・松井千尋
課員（兼）
中村英哲☎34‒8702

財政課
課長
谷口浩之

課長補佐
水島友樹

課員
和田幸也・西　益男・谷口悦子
堀　隆弘☎34‒8711

防災安全課 課長
荒井基志

課長補佐
小河宗基

課員
古﨑竜司・鈴木亜紀子・橘　研吾☎34‒8721

図書館越前分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

館長補佐（司書）（兼）
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

令和4年度越前町職員組織図 R4.4.1 現在

広報 えちぜん 6広報 えちぜん7 令和 ４ 年 ５ 月号令和 ４ 年 ５ 月号

えちぜん町からのお知らせ



DX推進室 室長（兼）
佐々木直人

室長補佐
佐々木貴久

課員
木村良太・青木佳奈☎34‒8701

総務課

課長
佐々木直人

課長補佐(人事)
河瀬慎人

課長補佐（行政）
上坂健一

課員
坂下由美子・大橋伸也・堀内文夫
冨田洋輔・奥山友梨香

課長補佐(秘書)
笠川晃央

課員(兼)
青木佳奈
運転手
松村　修☎34‒8700

住民環境課
課長
林　和美

課長補佐（住民）
髙木裕見子
課長補佐（環境）
木原尚裕

課員
後藤邦枝・清水拓郎・山口祐子
林　彰紀・小刀称優光・嵯峨通予

☎34‒8708

会　計　課 課長(兼)
友広家延

課長補佐
伊部由三

課員
井上真穂・坂下彩音☎34‒8706

都市整備課
課長
齋藤健治

課長補佐(朝日･宮崎)
大橋直人

課員
山本周二良・髙松千鶴・黒﨑一哉
加藤条太郎・角谷　心・中島悠太
戸田貫太

課長補佐(越前･織田)
福澤秀一☎34‒8703

子育て世代
包括支援センター

センター長（兼）
岡山克大

センター長補佐
菅原多恵

保健師
岡田明代・山越加奈子
栄養士
榎本博美☎34‒8821

ふるさと納税室 室長（兼）
林　康彦

室長補佐(兼)
杉森　匡

課員
中村英哲

課員（兼）
松井千尋☎34‒8714

朝日ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ センター長（兼）
林　康彦

センター長補佐(兼)
杉森　匡

課員(兼)
中村英哲・青山晴彦☎34‒7771

宮崎ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
川嶋孝史
（地域防災担当）

課員(兼)
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員(兼)
石川智美☎34‒2000

越前ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
小道世知紀
（地域防災担当）

課員(兼)
森下亜希子・大鎌瑞奈・山下祥兵
事務補助員(兼)
道畑直和☎34‒1501

織田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
北野宗昭
（地域防災担当）

課員(兼)
上坂佳一・西端沙紀・吉田卓矢

☎36‒1111

課長
宮川泰昌

課長補佐(住宅政策)
安井俊幸
課長補佐(移住定住)
岡田寿子

課員
小山喜世美・牧田茂晴・川端雅旭
左近知也定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7712

議　会
議会事務局長 次長

轟久美子
書記
安井正樹

総務理事
杉本恭伸

石田和也

町　長
青柳良彦

副町長
細井秀之

民生理事
山口隆司

スポーツ振興課
課長(兼)
山口和美

課長補佐
藤田智広

課員
幸山流気・渡辺晃大・杉本夕葉

☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

課長
津田豊申

課長補佐
宮永裕次

課員
小西智弘・山﨑充晃・小辻和正
吉田昌史・山﨑かんな・松田拓巳

商工観光課
☎34‒8720

課長
黒田とみ子

課長補佐
佐々木桂子

課員
中倉京子・渡辺大作・齋藤　尭

障がい生活課
☎34‒8723

課長
原　雅哉

課長補佐(農政)
尾澤正章
課長補佐(農林水産)
久保義治
課長補佐(農業土木)
松山哲也

課員
阪下倫夫・正木俊行・宮﨑みか
竹内美幸・小林宏光・三谷元騎
上坂健太郎・八木亮磨農林水産課

☎34‒8704

産業理事
水島博之

産
　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
菅原辰彦

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
出口俊一

派 遣 職 員

福井県
畑　優器

福井県地方税滞納整理機構(兼)
松田貴之

(一社)越前町観光連盟
三七広樹・毛利裕昭

(一財)越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介・神谷宗典

福井県丹南広域組合
坂下哲哉

福井県後期高齢者医療広域連合
大久保佳輝

鯖江広域衛生施設組合
大矢康一

図書館 館長心得
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
佐々木浩子

学芸員
小辻陽子・村上雅紀・菱田百花☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
山口和美

館長補佐（併）
北野宗昭

課員（併）
上坂佳一・西端沙紀・吉田卓矢

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
山口和美

館長補佐（併）
小道世知紀

課員（併）
森下亜希子・大鎌瑞奈・山下祥兵
事務補助員(併)
道畑直和☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（併）
山口和美

館長補佐（併）
川嶋孝史

課員（併）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員(併)
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
山口和美

次長(兼)
中村あい

課員（兼）
佐々木由里・安井明希子・山口堅悟
山川恭佳☎34‒2000

生涯学習課
課長
山口和美

課長補佐
中村あい

課員
佐々木由里・安井明希子・山口堅悟
山川恭佳☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
中村弘和

栄養士
野村晶子・宮下拓翔

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0061

越前中学校 用務員
大川好枝☎37‒1200

朝日小学校 用務員
進士利栄☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
京藤直美☎32‒2002

織田小学校 用務員
宮川幸代☎36‒0019

萩野小学校 用務員
相馬はるみ☎36‒0028

国際交流室 室長（兼）
山口和美

室長補佐（兼）
中村あい

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
佐々木由里☎34‒8713

学校教育課

課長
髙木剛彦

課長補佐（学校教育）
山田幸一

課員
森﨑さゆり・野　哲治・水島美奈
髙木浩輔・久保伶奈・増田涼花
指導主事
川崎恵理

課長補佐(教育環境)
水島伸也☎34‒8716

会計管理者
友広家延

課長
松村徹治

課長補佐(上水)
毛利章憲
課長補佐(下水)
伊部茂幸

課員
牧野正克・佐々木岳大・竹内敏雄
下仲順子・水嶋康志郎・上平圭太
竹島康平

上下水道課
☎34‒8707

建設理事(兼)
水島博之

建
　設
　部
　門

地域包括
支援センター

センター長
吉田直子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
髙島幸恵
介護福祉士
水島由紀☎34‒8729

介護福祉課

課長
佐々木訟覚

課長補佐
松島顕子

課員
柴矢昌美・中西亜由美・牧田千佳
下仲　翔・山内美咲
介護福祉士
姉﨑加奈子

事務補助員
川上清恵☎34‒8715

健康保険課

課長
臥龍岡尊哉

課長補佐
(国保・年金・後期高齢)
山田宗治

課員
森下千尋・駒野裕子・上野一誠
村上広樹・古川綺乃

課長補佐(健康増進)
中上由美

保健師
木下里美・青木七恵・増田潤一郎
伊藤郁実
栄養士
出倉愛実

課長補佐(ワクチン)
森﨑千春

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
松葉雪枝☎32‒2323

宮崎児童館 館長
松葉雪枝

主任児童厚生員
齋藤忠良☎32‒2323

小曽原保育所 所長
芝田優子

保育士
谷口万絵・近藤泰子・佐々木葵☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
高原律子

保育士
小荒繁美・堀　京子・三村彰信・与坂悠子
永谷沙織・酒井基圭・山本咲希・竹内英澄☎32‒2067

朝日南保育所
所長
青山美智代

保育士
福岡沙織・青山裕美・鈴木知恵
八田あずさ・黒田春佳☎34‒1614

朝日西保育所
所長
北島優子

保育士
谷口育代・月田有香・中山貴世
木下祐子・日下結愛☎34‒5602

子ども未来課

課長
岡山克大

課長補佐
木原千晶
児童家庭相談員(兼)
松葉雪枝

課員
武田喜之・大鎌延浩・山田朋美
佐野七海
社会福祉士
水谷幸奈☎34‒8725

宮崎住民サービス室
室長（兼）
林　和美

室長補佐
川嶋孝史

課員
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員
石川智美☎34‒7711

越前住民サービス室
室長（兼）
林　和美

室長補佐
小道世知紀

課員
森下亜希子・大鎌瑞奈・山下祥兵
事務補助員
道畑直和☎34‒7711

織田住民サービス室 室長（兼）
林　和美

室長補佐
北野宗昭

課員
上坂佳一・西端沙紀・吉田卓矢☎34‒7711

監理課
課長
新谷　満

課長補佐(入札・検査)
北島崇行
課長補佐(施設)
清水英一

課員
見谷理奈・鷲田久憲・水野義之
増田佑馬

☎34‒8719

税務課
課長
岡田正一

課長補佐(課税)
山内了輔
課長補佐(納税)
牛若千鶴

課員
上山和美・上野孝則・森下智晴
濵野宏次・黒田麻里・松田貴之
竹内史哉・伊部祐貴・宮﨑りの☎34‒8709

企画振興課
課長
林　康彦

課長補佐(政策・振興)
杉森　匡
課長補佐(公共交通)
河合　智

課員
青山晴彦・西森千尋・松井千尋
課員（兼）
中村英哲☎34‒8702

財政課
課長
谷口浩之

課長補佐
水島友樹

課員
和田幸也・西　益男・谷口悦子
堀　隆弘☎34‒8711

防災安全課 課長
荒井基志

課長補佐
小河宗基

課員
古﨑竜司・鈴木亜紀子・橘　研吾☎34‒8721

図書館越前分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

館長補佐（司書）（兼）
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

　
3
月
18
日
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
で
教
育
委
員
会
委
員
に
次
の
人
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
委　
員　
島
田　
雅
子
【
再
任
】

　
4
月
か
ら
新
た
に
22
人
の
先
生
方
が
町
外
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

着
　
任
　
校

職
　
　
名

氏
　
　
　
名

旧
　
　
所
　
　
属
　
　
校

朝
日
小
学
校

教

諭

水　

田　

純　

子

大
虫
小
学
校
（
越
前
市
）

〃

〃

木　

下　

友　

希

鯖
江
中
学
校
（
鯖
江
市
）

〃

〃

山　

口　

ま
る
み

東
安
居
小
学
校
（
福
井
市
）

〃

〃

貴　

田　
　
　

俊

新
採
用

常
磐
小
学
校

養
護
教
諭

林　
　
　

美　

弥

進
徳
小
学
校
（
鯖
江
市
）

糸
生
小
学
校

教

諭

清　

水　

淳　

子

至
民
中
学
校
（
福
井
市
）

〃

〃

野　

口　

真　

由

河
野
小
学
校
（
南
越
前
町
）

〃

〃

黒　

田　

あ　

む

新
採
用

〃

養
護
教
諭

末　

野　

麦　

乃

新
採
用

四
ヶ
浦
小
学
校

事
務
職
員

髙　

屋　

穂
乃
佳

新
採
用

城
崎
小
学
校

教

諭

藤　

嶋　

広　

樹

新
採
用

〃

〃

山　

越　

史　

也

新
採
用

〃

養
護
教
諭

林　
　
　

歩　

実

長
橋
小
学
校
（
福
井
市
）

織
田
小
学
校

教

諭

清　

水　

裕　

貴

福
井
南
特
別
支
援
学
校

萩
野
小
学
校

校

長

加　

藤　

留　

美

片
上
小
学
校
（
鯖
江
市
）

朝
日
中
学
校

教

諭

天　

野　

吉　

之

鯖
江
中
学
校
（
鯖
江
市
）

〃

〃

朝　

日　

智　

崇

春
江
中
学
校
（
坂
井
市
）

宮
崎
中
学
校

教

諭

三　

好　

美　

涼

清
水
東
小
学
校
（
福
井
市
）

越
前
中
学
校

教

諭

川　

口　

真　

琴

美
浜
中
学
校
（
美
浜
町
）

〃

〃

黒　

田　

佳　

那

新
採
用

織
田
中
学
校

教

諭

土　

田　

浩　

司

南
越
特
別
支
援
学
校

〃

〃

笹　

川　

源　

也

新
採
用

問合せ先    障がい生活課　☎34‒8723

日常生活で使える簡単な手話を覚えて、
手話で会話してみましょう！

　「指文字」とは、一文字ずつ指
の形を変えて表現する方法をいい
ます。50音一つ一つに決まった
形が有り、片手で表現ができます。
手話がわからないときに、使うこ
とができるので、とても便利です。

（相手から見た手の形）

指文字で会話して見ましょう

第13回

あ

う

い

え お

広報 えちぜん9 令和 ４ 年 ５ 月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 8令和 ４ 年 ５ 月号

えちぜん



　
就
職
や
退
職
な
ど
の
異
動
に
伴
い
、
み
な
さ

ん
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
変
更
と
な
っ

た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
手
続
き
が
遅
れ
る
と
医
療
費
を
全
額
自
己
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
保
険
税
を
二
重
に
支

払
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
異
動
が
あ
っ

た
日
か
ら
14
日
以
内
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
の
手
続
き
に
つ
い
て

届
出
が
必
要
な
と
き

持
参
す
る
も
の

届
　
出
　
先

社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き

※
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
届
出

が
必
要
で
す
。

◦
加
入
し
た
保
険
の
保
険
証

◦
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

◦
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
運
転
免

許
証
な
ど
）

健
康
保
険
課
ま
た
は

宮
崎
・
越
前
・
織
田

住
民
サ
ー
ビ
ス
室

社
会
保
険
を
脱
退
し
た
と
き

※
任
意
継
続
保
険
に
加
入
せ
ず
、
家

族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に
入
ら
な

い
場
合
な
ど
は
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
届
出
が
必
要
で
す
。

◦
健
康
保
険
等
資
格
喪
失
連
絡
票

◦
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
運
転
免

許
証
な
ど
）

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）
や
児
童
・
高

齢
者
の
虐
待
な
ど
、
人
権
が
守
ら
れ
て
い
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。	

　
身
近
な
生
活
の
中
で
人
権
問
題
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
り
、
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
が
あ
っ

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
話
を
す

る
こ
と
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。（
事
前
予
約
可
）

日　
　
時　
６
月
２
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場　
　
所　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
員　
丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す

　
住
民
環
境
課
と
税
務
課
窓
口
で
は
、
各
種
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
お
支
払
い

す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
住
民
票
や
税
証

明
な
ど
の
お
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
犬
の
登
録
手
数
料
や
粗
大

ご
み
取
引
手
数
料
（
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
）
の
料

金
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
対
象
に
な
っ
た
も
の

◦
犬
の
登
録
手
数
料

◦
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
手
数
料

◦
犬
の
鑑
札
の
再
交
付
手
数
料

◦
粗
大
ご
み
引
取
手
数
料（
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
）

　
す
で
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
対
象
や
、
ご
利

用
い
た
だ
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
種
類

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

役
場
窓
口
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
利
用
で
き
る

対
象
が
増
え
ま
し
た

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
や
、

今
か
ら
作
る
人
に
、
最
大
2
万
円
分
の
ポ
イ
ン

ト
が
も
ら
え
る
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
2
弾
」

が
1
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
自
分
で
お
手
続
き
が
で
き
な
い
人
を
対
象

に
、
役
場
で
は
、
設
定
の
支
援
を
行
う
専
門
の

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

支
援
内
容

◦
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
設
定
（
5
，０
０
０
円
分
）

◦
健
康
保
険
証
と
の
一
体
化
（
７
，５
０
０
円
分
）

◦
公
金
口
座
の
登
録
（
７
，５
０
０
円
分
）

支
援
場
所

　
住
民
環
境
課
窓
口
（
専
門
員
2
人
が
対
応
）

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
お
手
続
き
は
、
宮
崎
・

越
前・織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
で
も
可
能
で
す
。

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
数
字
4
文
字
の
暗

証
番
号
が
わ
か
る
状
態
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

◦
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
と
る
た
め
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
ア
プ
リ
や

カ
ー
ド

　

対
象
と
な
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス

は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
総
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
０

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
2
弾
の
お
手
続
き
を
支
援
し
ま
す

予算規模

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 117億円 27億6,265万1千円 144億6,265万1千円

特別会計 62億5,978万1千円 2億86万3千円 64億6,064万4千円

事業会計 10億1,019万4千円 1,923万4千円 10億2,942万8千円

合　　計 189億6,997万5千円 29億8,274万8千円 219億5,272万3千円

財産の現在高
種　　　　　別 現　在　高

公  

有  

財  

産

土 地 2,772,878㎡
建 物 206,030㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,580㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 642,262千円

基
金

一 般 会 計 6,412,173千円
特 別 会 計 298,651千円

町債の現在高
区　　　　　分 現　在　高

一 般 会 計 11,670,133千円
特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業 1,638,520千円
公共下水道事業 1,391,004千円
集 落 排 水 事 業 584,377千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 1,257,575千円
国民健康保険病院事業 549,963千円

合　　　　　計 17,091,572千円

特別会計、事業会計の収支の状況

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国 民 健 康 保 険 事 業 2,332,427 2,187,082 93.8% 2,156,502 92.5%
介 護 保 険 事 業 2,418,084 2,067,787 85.5% 2,155,753 89.2%
後期高齢者医療事業 286,616 284,821 99.4% 254,307 88.7%
簡 易 水 道 事 業 425,792 251,846 59.1% 378,068 88.8%
公 共 下 水 道 事 業 667,932 263,446 39.4% 481,859 72.1%
集 落 排 水 事 業 281,763 113,173 40.2% 238,969 84.8%
温 泉 事 業 15,827 14,630 92.4% 12,412 78.4%
農林漁業体験実習館事業 23,729 11,611 48.9% 20,971 88.4%
土 地 区 画 整 理 事 業 8,474 0 0.0% 1 0.0%

合　　　　　計 6,460,644 5,194,396 80.4% 5,698,842 88.2%

■特別会計の収支の状況  （単位：千円）

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D ／ C

上水道事業
収益的収支 257,944 225,780 87.5% 257,944 253,468 98.3%
資本的収支 134,005 132,882 99.2% 194,345 158,006 81.3%
合　　　計 391,949 358,662 91.5% 452,289 411,474 91.0%

国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 306,169 303,873 99.3% 306,169 204,163 66.7%
資本的収支 194,490 134,640 69.2% 270,970 259,978 95.9%
合　　　計 500,659 438,513 87.6% 577,139 464,141 80.4%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金などで
補てんしました。

■事業会計の収支の状況  （単位：千円）

一般会計の収支の状況

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

町 税 2,252,078 2,267,733 100.7%
地 方 譲 与 税 等 724,888 706,116 97.4%
地 方 交 付 税 5,613,584 5,752,117 102.5%
交通安全対策特別交付金 1,500 1,493 99.5%
分 担 金 及 び 負 担 金 173,408 150,947 87.0%
使 用 料 及 び 手 数 料 73,774 72,540 98.3%
国 庫 支 出 金 1,970,103 1,566,608 79.5%
県 支 出 金 1,122,580 501,438 44.7%
財 産 収 入 85,669 55,481 64.8%
寄 附 金 508,101 482,865 95.0%
繰 入 金 389,457 370,701 95.2%
繰 越 金 609,103 609,103 100.0%
諸 収 入 129,006 53,209 41.2%
町 債 809,400 48,100 5.9%

歳　入　合　計 14,462,651 12,638,451 87.4%

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B ／ A

議 会 費 96,321 95,349 99.0%
総 務 費 1,754,692 1,461,457 83.3%
民 生 費 3,865,300 3,149,155 81.5%
衛 生 費 1,218,567 1,029,150 84.5%
労 働 費 50,327 47,800 95.0%
農 林 水 産 業 費 743,342 478,660 64.4%
商 工 費 918,043 778,862 84.8%
土 木 費 1,443,304 501,399 34.7%
消 防 費 482,076 472,632 98.0%
教 育 費 1,519,727 1,327,747 87.4%
公 債 費 1,268,724 1,267,490 99.9%
諸 支 出 金 834,252 811,058 97.2%
予 備 費 4,896 0 0.0%
災 害 復 旧 費 263,080 82,949 31.5%

歳　出　合　計 14,462,651 11,503,708 79.5%

■歳入  （単位：千円） ■歳出  （単位：千円）

　令和3年度下半期の「一般会計、特別会
計、事業会計の予算規模、収支の状況」と
「財産、町債の現在高」をお知らせします。
　収支の状況は3月31日現在の状況であ
り、出納整理期間（4月1日から5月31日
まで）の収支は含まれていませんので、決
算状況とは異なります。

令和3年度予算の下半期（3月31日現在）の執行状況などをお知らせします

問合せ先　財政課　☎34‒8711

▲総務省HP
　マイナポイント事業

広報 えちぜん11 令和 ４ 年 ５ 月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 10令和 ４ 年 ５ 月号

えちぜん



マイナビ マイナンバーカードに関するお知らせコーナー『マイナビ』
マイナポイント第 2弾のお手続きのうち、「公金口座登録」のお手続きがスタートしています。役場窓口で
もお手続きのご支援をしていますので、口座がわかるものとマイナンバーカードをお持ちください。

マイナちゃんの　ポイントマイナンバー
今月のマイナンバーカード休日窓口は8日（日）、29日（日）、夜間延長窓口は、2日（月）、17日（火）
です。ご予約は、住民環境課へお電話（☎34‒8708）、または予約専用ホームページからお願いします。

ワン

　
町
で
は
、
国
勢
調
査
な
ど
、
国
が
実
施
し
て

い
る
各
種
統
計
調
査
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

仕
事
内
容

　
担
当
調
査
区
を
ま
わ
り
、
調
査
票
の
配
布
や

調
査
対
象
者
へ
の
説
明
、
記
入
済
調
査
票
の
回

収
・
点
検
・
整
理
な
ど
を
主
に
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
担
当
調
査
区
は
、
調
査
ご
と
に
自
宅
か
ら
の

距
離
な
ど
を
考
慮
し
て
決
め
て
い
ま
す
。

働
き
方

　

勤
務
日
や
勤
務
時
間
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、

担
当
調
査
区
へ
足
を
運
ぶ
際
以
外
は
、
ご
自
宅

で
作
業
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
の

で
、
ご
自
身
の
都
合
に
合
わ
せ
て
従
事
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
越
前
町
教
育
委
員
会
は
「
桃も

も

井い

雄ゆ
う

三ぞ
う

家け

所
蔵
文
書
」
を
越
前
町
有
形
指
定
文
化

財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
「
桃
井
雄
三
家
所
蔵
文
書
」
は
敦
賀
幸
若
家

で
あ
っ
た
五
郎
右
衛
門
家
に
伝
わ
っ
た
資
料
で

す
。
織
田
信
長
・
丹
羽
長
秀
・
豊
臣
秀
吉
な
ど

の
戦
国
大
名
が
幸
若
家
に
与
え
た
古
文
書
を
は

じ
め
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
幸
若
舞
の
実
態
を

伝
え
る
資
料
や
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
の
激
動
期
を
生
き
た
幸
若
家
の
動
向
を

示
す
も
の
な
ど
、
越
前
町
の
み
な
ら
ず
福
井
県

の
中
世
〜
近
代
史
を
研
究
す
る
う
え
で
貴
重
な

資
料
と
い
え
ま
す
。

身　
　
分

　
統
計
調
査
員
と
し
て
各
種
調
査
に
従
事
し
て

い
る
期
間
中
は
、
総
務
大
臣
や
県
知
事
な
ど
か

ら
非
常
勤
の
公
務
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
す
。

報　
　
酬

　
調
査
ご
と
に
、
法
律
な
ど
に
基
づ
き
報
酬
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
報
酬
額
は
1
調
査
あ
た
り
概

ね
3
〜
5
万
円
程
で
す
。

登
録
資
格

◦
20
歳
以
上

◦
秘
密
の
保
護
を
遵
守
で
き
る
人

◦
警
察
、
税
務
、
選
挙
業
務
に
直
接
関
係
の
な

い
人

◦
暴
力
団
員
で
な
い
人
、
ま
た
は
暴
力
団
員
と

密
接
な
関
わ
り
が
な
い
人

問
合
せ
先　
Ｄ
Ｘ
推
進
室　
☎
３
４‒

８
７
０
１

指
定
日　
令
和
4
年
2
月
28
日

名
称
員
数　
桃
井
雄
三
家
所
蔵
文
書　
１
２
７
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
附　
文
書
箱　
1
組

種　
　
別　
古
文
書
・
典
籍

所
有
者　
越
前
町
教
育
委
員
会

問
合
せ
先　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒

２
２
８
８

登
録
統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

越
前
町
有
形
指
定
文
化
財
の
新
指
定
に
つ
い
て

▲織田信長朱印状（禁制）

　
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、
犬
の
飼
い
主
に

は
、
飼
い
犬
の
登
録
お
よ
び
年
に
1
回
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
5
月
11
日
㈬
、
18
日

㈬
に
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　
予
防
注
射
の
接
種
と
注
射
済
票
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

必
要
な
物

①
案
内
は
が
き

②
登
録
・
注
射
に
必
要
な
料
金
（
現
金
の
み
）

狂
犬
病
予
防
注
射
料

　
２
，７
５
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料

　
５
５
０
円

新
規
登
録
手
数
料
（
未
登
録
の
場
合
の
み
）

　
３
，０
０
０
円

③
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
明
書

（
既
に
注
射
を
済
ま
せ
て
い
る
場
合
の
み
）

※
会
場
に
は
、
飼
い
犬
を
し
っ
か
り
お
さ
え
ら

れ
る
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
会
場
で
は
、
参
加
者
同
士
の
間
隔
を
あ

け
、
マ
ス
ク
の
着
用
・
手
指
消
毒
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
発
熱
や
咳
な
ど
の
風
邪
症
状
が
み

ら
れ
る
人
は
参
加
を
お
控
え
い
た
だ
き
、
動

物
病
院
で
の
予
防
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

月　日 実　　　施　　　場　　　所 時　　間

5月11日（水）

朝日コミュニティセンター　駐車場（西田中4丁目501）  9 ：00 ～ 10：30

越前町生涯学習センター糸生分館　駐車場（小倉89‒53） 11：00 ～ 12：00

宮崎コミュニティセンター　駐車場（江波50‒80‒1） 13：30 ～ 15：00

若竹荘　西側駐車場（小曽原119‒1‒2） 15：30 ～ 16：30

5月18日（水）

越前サブコミュニティセンター　駐車場（梅浦60‒2‒1）  9 ：00 ～ 10：00

越前コミュニティセンター　駐車場（道口1‒24‒1） 10：30 ～ 12：00

萩野生活改善センター　駐車場（織田2‒1） 13：30～ 14：30

織田コミュニティセンター　駐車場（織田36‒1） 15：00 ～ 16：30

　
町
で
は
、
県
外
か
ら
町
内
に
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
し

て
就
職
し
た
人
や
、
県
外
の
大
学
等
を
卒
業

し
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
就
職
し
た
人
で
、
対
象
要

件
を
満
た
し
た
人
に
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
在
住
者
で
、
学
校
卒
業
後
に
町

内
に
住
み
、
働
き
続
け
る
人
に
、
越
前
町
地
元

大
学
等
卒
業
生
就
職
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

越
前
町
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
就
職
支
援
金（
東
京
圏
型
）

　
東
京
圏
か
ら
町
内
に
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
人
に
支
援
金
を
交
付
し

ま
す
。

支
援
金
交
付
額

　
単
身
の
場
合　

	

60
万
円

　
世
帯
の
場
合　
１
０
０
万
円

交
付
対
象
者

　
居
住
地
要
件　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
令
和
4
年
4
月
1
日
以
降
に
町
内
に
転
入

し
た
人

②
転
入
後
3
ヶ
月
以
上
1
年
以
内
で
あ
る
こ

③
東
京
23
区
等
に
お
い
て
、
5
年
以
上
在
住

ま
た
は
、
通
勤
し
た
人

　
就
業
要
件　
次
の
い
ず
れ
か
1
つ
を
満
た
す
人

①
県
就
職
支
援
サ
イ
ト「
２
９
１
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
」

登
録
事
業
所
に
正
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ

て
い
る
人

②
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
人

③
国
や
県
、
町
が
行
う
移
住
に
よ
る
就
業
や

起
業
支
援
事
業
を
利
用
し
、
起
業
、
就
業

し
た
人

越
前
町
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
就
職
支
援
金（
全
国
型
）

　
県
外
か
ら
町
内
に
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
人
に
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

支
援
金
交
付
額
（
単
身
の
申
請
の
み
）

　
町
内
に
本
社
の
あ
る
事
業
所
に
就
業
し
た
場
合

　
　
10
万
円

　
町
外
に
本
社
の
あ
る
事
業
所
に
就
業
し
た
場
合

　
　
5
万
円

交
付
対
象
者

　
居
住
地
要
件　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
令
和
3
年
4
月
1
日
以
降
に
町
内
に
転
入

し
た
人

②
転
入
後
1
年
以
内
で
あ
る
こ
と

た
だ
し
、
令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
9
月

30
日
ま
で
の
間
に
転
入
し
た
人
は
、
転
入

後
1
年
6
か
月
以
内
と
し
ま
す
。

③
県
外
に
1
年
以
上
居
住
し
て
い
た
人

　
就
業
要
件　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
町
内
外
の
事
業
所
に
正
社
員
と
し
て
雇
用

さ
れ
て
い
る
人
も
し
く
は
起
業
し
た
人

②
就
業
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
人

誓
約
事
項

　
申
請
か
ら
5
年
以
上
、
越
前
町
へ
の
居
住
及

び
就
労
を
継
続
す
る
意
思
を
示
す
こ
と

　

そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
要
件
や

申
請
方
法
な
ど
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　
定
住
促
進
課　
☎
３
４‒

８
７
２
７

越
前
町
で
の
定
住
を
応
援
し
ま
す
！

（
移
住
支
援
金
制
度
な
ど
の
お
知
ら
せ
）

　
「
越
前
町
地
域
福
祉
計
画
」「
越
前
町
障
が
い

者
計
画
」
は
、
5
年
毎
に
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
令
和
4
年
3
月
末
で
第
3
次
計
画
期
間
が
終

了
す
る
た
め
、
町
民
を
対
象
と
し
た
地
域
福
祉

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、

町
内
の
関
係
機
関
、
団
体
の
代
表
者
な
ど
に
よ

り
構
成
さ
れ
た
策
定
委
員
会
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
第
4
次
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
地
域
福
祉
計
画
で
は
、
今
後
さ
ら
に
福
祉
の

み
な
ら
ず
、保
健
、教
育
、就
労
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
と
の
連
携
が
重
要
と
な
る
た
め
、「
人
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
お
互
い
に
助
け
あ
う

思
い
や
り
の
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
計
画
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

を
、
地
域
を
構
成
す
る
住
民
の
一
人
と
し
て
積

極
的
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
た
め

「
地
域
で
共
に
安
心
し
て
、
自
分
ら
し
く
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
基
本
理

念
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
書
の
概
要
版
を
、
広
報
え
ち
ぜ
ん

と
一
緒
に
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
障
が
い
生
活
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
２
３

「
越
前
町
地
域
福
祉
計
画
」「
越
前
町
障
が
い
者
計
画
」

▲第4次計画を報告する大橋委員長

　
文
化
芸
術
活
動
で
全
国
規
模
の
大
会
な
ど
に

出
場
さ
れ
る
越
前
町
に
住
所
を
有
す
る
小・中・

高
校
生
に
激
励
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。
詳
細

は
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
御
覧
く

だ
さ
い
。

激
励
金
の
額
（
一
人
あ
た
り
）

　
国
際
規
模
の
大
会

　
　
①
日
本
国
外
大
会　
５
万
円

　
　
②
日
本
国
内
大
会　
３
万
円

　
全
国
規
模
の
大
会　
２
万
円

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

文
化
芸
術
等
大
会
出
場
激
励
金
の
お
知
ら
せ
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問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http：//www.fd‒sabaenyu.jp/

越前消防団　団員募集中
消防団に入って、越前町を守ってみませんか？

I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

消防署からのお知らせ

越前消防団織田地区第2分団および越前地区第6分団　車両更新

丹生分署の高規格救急車を更新

　3月6日、丹生分署にて越前消防団織田地区第2分団、越前地区第6分団消防ポンプ自動車の更新に伴
う入魂式、引渡式が執り行われました。更新された消防ポンプ自動車は四輪駆動オートマチック車で、
赤色灯、作業灯、照明灯はすべて LED が採用されており、車載バッテリーへの負担を軽減するとともに、
夜間活動時の視認性を向上させる工夫がなされています。さらに、簡易救助器具やアルミ製2連梯子を
積載しており、自然災害による倒壊建物からの救助にも対応できるようになっています。

　3月23日、鯖江・丹生消防組合消防署丹生分署の
救急車を更新し、運用を開始しました。
　この救急車には、最新の高度救命処置資器材が積
載され、救急救命士の資格を持った救急隊員が常に
乗車し救命処置を行います。
　今後も更なる救命率の向上を目標に、皆さまの安
全・安心の確保に努めてまいります。

地　区 分　団 氏　名
朝 日 第1分団 小　林　宏　至

織 田
第2分団 斎　藤　諒　太
第4分団 渡　辺　和　家

越 前
第7分団 川　岸　孝　典
第7分団 小刀称　優　光

地　区 分　団 氏　名

宮 崎

第1分団 上　野　裕　生

第2分団
籔　内　大　介
西　村　翔　悟
森　山　智　弘

第4分団
山　本　　　洋
中　村　　　聡

新入団員のみなさんです（敬称略）

▲更新車両 ▲引渡式

※活動日は変更になる可能性があります。

　
町
に
は
、
27
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
と
協
力
し
あ
い
な
が
ら
い
き

い
き
と
活
動
し
て
お
り
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
と
地
域
住
民
が
交
流
で
き
る
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
体
験
入
団
な
ど
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
特
別
な

道
具
が
い
ら
な
い
、
誰
も
が
手
軽
に
始
め
ら
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
普
及
促
進
を
目
的

に
、
県
内
全
市
町
に
設
置
を
進
め
て
い
た
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ー
ス
が
、
越
前
陶
芸
村
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

【
コ
ー
ス
概
要
】

コ
ー
ス
名　
越
前
陶
芸
村
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

タ
イ
プ　
公
園
周
回　
　
　

距
　
　
離　
1
周
０
．９
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
こ
の
コ
ー
ス
は
、ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
少
な
く
、

初
心
者
の
方
に
も
お
す
す
め
の
コ
ー
ス
で
す
。

　
越
前
陶
芸
公
園
内
に
は
、
多
く
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
点
在
し
、
木
々
は
四
季
折
々
で
姿
を
変

え
、
自
然
豊
か
な
コ
ー
ス
は
ラ
ン
ナ
ー
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
お
友
達
を
誘
っ
て
越
前
陶
芸
公

園
を
駆
け
抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

２
０
２
４
年
に
は
、
県
内
で
初
め
て
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
大
会
「
ふ
く
い
桜
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
大
き
な
目
標
が
で
き
ま
す
ね
。

陶
芸
村
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
し
ま
し
た

種　　　別 団　　　　名 活　動　日

少 年 野 球
朝日野球

火・水・金・土・日宮崎ファイヤーズ
越前ニューヒーローズ

野球（中学） 越前クラブ 火・水・木・金・土・日
丹生ボンバーズ 月・水・日

ホ ッ ケ ー

朝日ホッケー

火・木・土
糸生ホッケー
常磐ホッケー
Echizen  HOMES2ホッケー

バレーボール

朝日バレーボール 火・水・金・土
SUNBOYS  J. V. C 火・木・金
宮崎男子バレーボール 火・水・金
宮崎少女バレーボールクラブ 火・水・木
越前男子 J. V. C 火・木・土・日
四ヶ浦バレーボール 月・木・土
織田女子バレーボール 月・水・金

ミニバスケットボール 宮崎男子ミニバスケットボール 月・木・金・土・日
宮崎 Queen Bee 火・木・金

卓　　　球 あさひ卓球
火・木・土

織田卓球

剣　　　道
朝日剣道 月・金・土
越前少年剣道クラブ 火・水・木・土
織田剣道 水

キックボクシング ボーイジム
月・金空　　　手 朝日空手

少林寺拳法 少林寺拳法織田 火・金
複　　　合 Hagino Season 土・日

問
合
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
☎
３
４‒

８
７
３
０

問
合
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
☎
３
４‒

８
７
３
０
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母から子へ授かる命生き抜いて	 林　栄美子
皆揃う夕餉の膳は温かい	 嵐　喜美枝川 柳

陶芸村だより 2022年

5月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝 9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

開園時間　午前9時〜午後5時（入園受付は午後4時まで）  　入 園 料　大人310円　中高生200円　小学生100円
休 館 日　毎週火曜日（祝日の場合は翌日）　　問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

プラントピア イベント情報

福井総合植物園プラントピアは、平成6年6月1日に開園し、28周年を迎えました。これを記念し、6月4日
（土）・5日（日）は入園料が無料となります。当園で栽培した花苗のプレゼントや園内観察会など家族で楽しめ
るイベントとなっております。

プラントピア開園記念日

　カラフルに彩られた木の実やドライフラワーなどの自然素材を使って、
　杉板（約13cm）に可愛く飾り付けます。

日　時  5 月28日（土）〜 6 月12日（日） 　午前 9 時〜午後 3 時

場　所  植物館1階　休憩室

参加費  500円（別途入園料が必要です）

申込み  お電話にてお申し込みください。
  ※材料がなくなり次第終了となります。

親子で楽しむクラフト作り 「カエルと雨」

event information

※日程・内容等が変更になる場合がありますので、詳しくは公式ホームページをご覧ください。

福井県陶芸館・越前古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

GWは越前陶芸村に行こう！カメラ付き小型ドローン
など豪華賞品が当たる「GWお宝探し」や、
はぴりゅうと一緒に楽しむ企画、むかし遊び
など家族みんなで楽しめる催しがたくさん♪

母の日を特別な1日にする「日本文化」の体験。和室での立ち居振る舞いを
学び、お母さんに美味しいお抹茶を点ててプレゼントしましょう。

期　間　5 月3日（火・祝）～5 月5日（木・祝）
時　間　9：00～16：00
場　所　福井県陶芸館

期　日 5 月8日（日）
時　間 10：30～、13：30～
所要時間 1 時間半
場　所 越前古窯博物館
 旧水野家住宅

料　金 親子ペアで1,500円
　　　　（お抹茶・生菓子2 名分、

母の日の干菓子付）
キャンセル料 3日前から100％
定　員 各回親子ペア10組
 事前予約優先

お母さんに
美味しいお抹茶をプレゼント

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

Window GalleryWindow Gallery
 「てにをは」 「てにをは」

わたわたししのの
いちおいちおしし展展

期　間　5 月13日（金）～7 月10日（日）
窯元おすすめの器や新作たちを展示販売。ひとつひとつ丹精込めて作
り上げた作品を手にとってご覧ください。５月、６月展示作家は椿窯（五
島）、豊彩窯（吉田）、山月窯（村田）です。

期　間　5 月13日（金）～ 
7 月10日（日）

窓辺のギャラリー「てにをは」。
作りの思いをお客様に伝え
たい。互いをつなげる展示。
5月、6月は国成窯
前田義郎・和伸氏です。

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

日　時 4月1日（金）～5月29日（日）
場　所 越前陶芸村文化交流会館　ロビー
時　間 9：00～17：00
　　　　（最終入館は16：30）
料　金 入館無料

越前の伝統的な焼締め作
品から、カラフルなやきも
のの心ときめく作品まで、
手に触れる、心に触れる
プライドをかけた「ものづ
くり」の逸品を個性豊か
な24窯元28作家がお届
けします。

二胡の優しい音色が心地好く響
く空間で、ゆったりとしたティー
タイムを過ごしにいらっしゃいま
せんか。

越前焼窯元展 花音ティータイム
コンサートうつわ選びの楽しみを、

今あらためて感じる

日　時 5月22日（日）　
場　所 越前陶芸村
 文化交流会館  ロビー
時　間 14：00～15：00
料　金 観覧無料

日　時  6 月 4 日（土）〜 5 日（日）　入園無料
内　容  ⃝花苗プレゼント（各日先着100人）

⃝野鳥観察会
日本野鳥の会福井県の人が初心者でもわかりやすく指導します。（双眼鏡の貸出OK）
時　間　午前9時～11時　　　　定　員　各日30人
※荒天時は内容が変わる場合があります

⃝園内観察会
松本園長による園内観察会
時　間　午後1時30分～3時　　定　員　各日30人
※荒天時は内容が変わる場合があります

⃝多肉寄せ植え体験教室　※ 6 月 5 日（日）のみ開催
講師に多肉Garden*Growの伊豆蔵氏をむかえ、多肉の寄せ植えをします。
時　間　①午前10時30分～正午
　　　　②午後2時～3時30分
場　所　植物館1階　第1研修室
定　員　各回15人　　　　　　　参加費　1,500円
申込み　お電話でお申し込みください。

⃝館内スタンプラリー
　童話赤ずきんちゃんシリーズ
（6月4日（土）～7月4日（月）
館内をまわって7つのスタンプを集めよう！スタンプを
全部集めたらお菓子のプレゼントがもらえます。
※なくなり次第終了となります

⃝福井県ボタニカルマルシェ　
サボテンや多肉植物など植物販売をします。
時　間　午前9時～午後16時30分
出店数　約10店舗
出店品目　塊根植物・アガベ・サボテン・多肉植物・雑貨類
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二人して夕餉の支度また楽し	 松村　典子
夕餉時おでん煮え込むいい匂い	 武藤　久子川 柳 下剤飲みやおら夕餉の缶ビール	 笹下　利行

授かりし孫の重みに増す気力	 渡辺　照子川 柳

図書館だより

町立図書館  ☎34‒0395　　越 前 分 館  ☎37‒7713
宮 崎 分 館  ☎32‒7713　　織 田 分 館  ☎36‒2288

問合せ先

　福井県では、高校生以下のみなさんに本に親しんでもらうため、
図書館や学校、書店などで働く人が選んだお薦め本をまとめた冊子
を作成しました。
　これには、普段から児童図書を熱心に読む図書館員の
熱い思いも反映されています。
　紹介されている本は、昔から読み継がれているもの、
最近出版されたものまで様々です。冊子は県立
図書館、各市町の図書館で配付しています。
県教育庁生涯学習文化財課のホームページ
では、冊子の紹介図書以外の推奨図書リストも
掲載しています。
　この冊子に掲載されている本を読まれたら、
感想や意見を教えてください。また、みなさんの
中に「これはどうでしょう！」という作品があり
ましたら、ぜひご紹介ください。

「子どもの成長段階に応じた推奨図書の冊子を紹介します。」

　

越
前
焼
窯
元
が
３
年
ぶ
り
に
越
前
陶
芸
村

に
集
い
、
40
回
の
節
目
を
迎
え
る
越
前
陶
芸
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
開
催
期
間
を
２
日
間
に
短
縮
し
、

越
前
焼
陶
器
市
の
み
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
新
作
を
は
じ
め
と
す
る
越
前
焼
を
お
求
め
や

す
い
価
格
で
販
売
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
会
場
入

口
で
の
検
温
・
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
飲
食
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
販
売
は
行
い
ま
す

が
、
会
場
内
で
の
飲
食
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
5
月
28
日
㈯
〜
29
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

問
合
せ
先　
越
前
陶
芸
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
☎
３
２‒

２
０
０
０

第
40
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

▲前回の様子

5　　月 電話番号1日㈰ 2日㈪ 3日㈫ 4日㈬ 5日㈭

朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア ○ ○ ○ ○ ○ 34‒1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 ○ ○ ○ ○ ○ 34‒2850
越前町老人福祉センター「幸若苑」 ○ ○ ○ ○ ○ 34‒2095
糸生温泉「泰澄の杜」 ○ ○ ○ ○ ○ 34‒2322

宮
崎
地
区

越前陶芸村文化交流会館 ○ × ○ ○ ○ 32‒3200
福井県陶芸館 ○ × ○ ○ ○ 32‒2174
越前古窯博物館 ○ × ○ ○ ○ 32‒2174
越前焼の館 ○ ○ ○ ○ ○ 32‒2199
花みずき温泉「若竹荘」 ○ × ○ ○ ○ 32‒2753
おもいでなファーム ○ ○ ○ ○ ○ 32‒3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 ○ × ○ ○ ○ 32‒3105

越
前
地
区

道の駅「越前」 午前 9 時～午後 5 時
37‒2360越前温泉露天風呂「漁火」 午前11時～午後 9 時

アクティブハウス越前 午前11時～午後 5 時
越前がにミュージアム 〇 〇 〇 〇 〇 37‒2626
越前うおいち 〇 〇 〇 〇 〇 37‒2500
越前温泉「なぎさの湯」 〇 〇 〇 〇 〇 37‒0637
越前温泉「道の湯」 〇 〇 〇 〇 〇 37‒2260
越前温泉露天風呂「日本海」 午前 7 時～午後 8 時 39‒1126
越前岬水仙ランド 〇 〇 〇 〇 〇 37‒2501

織
田
地
区

織田文化歴史館 〇 × 〇 〇 〇 36‒2288
雨田光平記念館 〇 × 〇 〇 〇 36‒2666
オタイコ ･ヒルズ 〇 〇 〇 〇 〇 36‒2061
悠久ロマンの杜 〇 〇 〇 〇 〇 36‒2050

※あくまでも予定ですので、変更する場合がございます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ○：通常営業　　×：休館
※詳しくは各施設へお問合せください。    　　　　　　　　　　　

ゴールデンウィークの観光施設営業日のご案内
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、
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大
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が
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し
た

越
知
山（
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１
２
．８
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）に
登
り
ま
す
。
山
野
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や
樹
木
な
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新
緑
あ
ふ
れ
る
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の
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を
楽
し
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ら
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
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に

な
り
ま
す
。
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5
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29
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集
合
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ン
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杖
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7
時
30
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始
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55
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発
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時
20
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自
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昼
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13
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00
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14
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帽
子
・
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持
ち
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弁
当
・
飲
み
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・
お
や
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・
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具
・
防

寒
具
・
タ
オ
ル
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ

そ
の
他　
事
前
申
込
み・参
加
費
不
要
で
す
。

山
登
り
に
適
し
た
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
事
故
や
ケ
ガ
は
自
己

責
任
で
す
。
責
任
あ
る
行
動
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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第
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男
女
共
同
参
画・

人
権
の
と
び
ら

男女共同参画・人権のとびら

ｖｏｌ.66

　
「
地
域
」
は
、
家
庭
と
と
も
に

身
近
な
生
活
の
場
で
あ
り
、
地

域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推

進
の
取
組
み
は
、〝
イ
キ
イ
キ
と

し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
・

団
体
づ
く
り
〟
、〝
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
〟
に
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
男
女
共

同
参
画
を
広
げ
る
「
き
っ
か
け

づ
く
り
」
と
し
て
、
地
域
や
団

体
で
「
気
づ
き
事
業
」
を
し
ま

せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
気
づ
き
事
業
に
か

か
っ
た
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
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令
和
4
年
度  

地
域
で
の
「
気
づ
き
事
業
」
を
募
集
し
ま
す

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

「気づき事業」とは？
「男女共同参画ってどんなこと？」
という疑問に答え、その必要性に
気づく機会を提供する事業です。

どんなことができるの？
講演会や研修会、実技を含む
講習会、座談会など
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それぞれの顔胸撫でる夕餉時	 司辻　文子
よい知恵を授けてくれる友の情	 向当みつ子川 柳 年重ねても笑顔はいつも気に掛ける	 山内　千代

夕餉時嫁さんの味褒めてやる	 山谷　ゆり川 柳

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第75回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

令和4年度集団検診が始まります　　

越前町がん患者アピアランスサポート事業実施のお知らせ
がんで治療中の人に補整具購入費用を助成します

　5月24日（火）から健康診査・がん検診が各地区会場で始まります。会場では、昨年同様に感染症対
策を実施して健康診査・がん検診を行います。年に1回（胃がん・乳がん・子宮頚がん検診は2年に1回）
の大切な健（検）診です。受診券が届いた人は、ぜひお受けください。
　今年度の集団検診会場は、地区の集会施設での実施やレディース検診も予定しています。どこの会
場でも受診できますので、健診を希望される場合は健康保険課までご予約ください。

対　象　者
以下の項目①～④をすべて満たす人
①補整具の購入日および助成金の交付申請時に町民である
②がんの治療を受けた人または治療中の人で1年以内に補整具を購入した
③申請する補整具について、他市町村やほかの助成金を受けていない
④町税等に滞納がない

助成対象経費
◦頭髪補整具（ウイッグやウイッグ装着時に必要な頭髪保護用ネットなど）
◦補整下着などの胸部補整具

助成金額等
助成対象経費の額の1／ 2、上限1万円　　※申請は1人1回まで

申 請 期 間
補整具購入後1年以内

申請時に必要なもの
◦がん患者アピアランスサポート事業助成金交付申請書兼請求書
◦補整具の領収書（原本）
◦診療明細書など、がん治療を受領していることが証明できる書類
◦納税証明書または納税状況の確認に関する同意書
◦通帳など振込口座がわかるもの

　がん治療による外見（アピアランス）の変化に対する不安軽減や療養生活をよりよく送れるよう、
医療用ウイッグ等の補整具の購入費用を助成します。

地区の会場 　※詳しくは、毎月の「こころとくらしのカレンダー」のページをご覧ください。

5月24日（火）　【午前】高佐地区集会施設
6月15日（水）　【午後】八田集落センター、岩開集落生活改善センター
6月20日（月）　【午後】玉川地区集会施設
6月30日（木）　【午後】栃川区公民館
8月30日（火）　【午後】厨地区集会施設
※健康診査と肺がん検診、大腸がん検診が受診できます。

レディース検診 　

6月4日（土）　【午後】越前町生涯学習センター
※健康診査、肺がん検診、大腸がん検診、乳がん検診、子宮頸がん検診

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
 5 月 1 日㈰ 藤田医院 ☎34‒0044
 5 月 3 日㈫

織田病院 ☎36‒1000 5 月 4 日㈬
 5 月 5 日㈭
 5 月 8 日㈰ 両林医院 ☎37‒0005
 5 月15日㈰ 織田病院 ☎36‒1000
 5 月22日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32‒2774
 5 月29日㈰ 橘医院 ☎36‒0015

♥3歳児健診
 5 月18日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥育児相談会（予約制）
 5 月20日㈮ 午前 9 時30分～正午 越前子育て支援センター

♥マタニティスクール（予約制）
 5 月22日㈰ 午前 9 時30分～正午 越前コミュニティセンター

♥すくすく教室（予約制）
 5 月26日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
5月24日㈫ 午後 1 時～ 4 時 社会福祉センター

♦介護おはなし会（予約制）
5月25日㈬ 午後 1 時～ 3 時 社会福祉センター

♥離乳食教室（予約制）
 5 月12日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1 ～ 4土曜・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時まで

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
 5 月10日㈫

午後 1 時～ 4 時
越前地域福祉センター

 5 月17日㈫ 織田コミュニティセンター

子どもの事故防止子どもの事故防止
についてについて

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34‒8821

　9歳までの子どもの死亡原因の多くは「不慮の事故」 （思いがけない事故）で、その中でも4歳まで
の子どもは、本来安全なはずの家庭内で多く起きています。子どもの事故は発達と大きな関連があり
ますので、それぞれの成長時期に多い事故を知り、対策をとりましょう。

★お座りまでの時期（0～ 7か月）

⃝ベビーベッドの柵をきちんと上げましょう。
⃝バウンサーやベビーカーでは、しっかりベ

ルトを装着しましょう。
⃝赤ちゃんの顔のそばにタオルやぬいぐるみ

を置かないようにしましょう。

よく動きますが自分
の意思でものを動か
せません。

寝返りによる転落
事故・窒息事故が
多くなります。

対策

★歩き始める時期（11か月～ 1歳）

⃝歯ブラシやフォーク、スプーンなどを持った
まま立ち上がらせたり、歩かせないようにし
ましょう。

⃝口に入れて危険なものは、子どもの視野に入
らないようにしましょう。

家の中での行動範囲
が広がり、好奇心も
旺盛になります。

歩行時の転倒や歯
ブラシでの事故が
多くなります。

対策

★ハイハイからつかまり立ちの時期
　（8～ 10か月）

⃝小さいおもちゃや豆などの飲食物、包み紙など、
子どもの手が届く場所に置かないようにしま
しょう。

指で小さいものをつま
み、移動させることが
できます。

小さいものの誤
飲事故が多くな
ります。

対策

出典：乳幼児の身の回りの製品事故防止ガイド

★走ったり飛び跳ねたりし始める時期
（2歳～）

⃝フードや紐のついた衣服、ポシェットなど
を身に着けて遊ばせないようにしましょう。

運動能力が高まり、
外遊びが増えます。

走って転倒する事故
が多くなります。

対策

えちぜん健康チャレンジも
始まります

▲集団検診予約
　画面のQRコード

受　付　時　間 健診※1 肺がん 胃がん 子宮頸がん 乳がん

5月24日㈫
高佐地区集会施設 午前 9 時～ 11時 ● ●
宮崎コミュニティセンター 午後 2 時～ 3 時 ● ●

5月31日㈫ 織田コミュニティセンター
午前 9 時～ 11時 ● ● ●
午後 1 時～ 2 時 ● ●

※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。
※2　大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。

♠集団健康診査（予約制）

♠心をいやす相談会（予約制）
 5 月27日㈮ 午前 9 時30分～正午 越前町役場
※電話相談になる場合があります。

♦子育てサロン
毎週水、金 午前9時30分～ 11時30分 社会福祉センター
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 授かった命へ平和願う朝	 原　　榮子川 柳

■Jr. プラス
部活やスポーツなどの活動を頑張る子どもたちを紹
介します。
「熱中！スポーツキッズ
宮崎スポーツ少年団男子バレーボール部」
5月14日㈯～

■えのへいのおっけオッケそれOK！
気の向くままオモゆるく町歩きします。
毎週土曜更新
①9：30～　②14：30～　③18：30～　④21：30～

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
106

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編  

㉚  

―

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

5月の越前町関連の番組放送予定

丹南ケーブルテレビガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！
・4月運行開始！デマンドタクシー
　4月30日㈯～5月13日㈮
・陶芸まつり（5月28日29日開催）
　5月14日㈯～5月27日㈮
・空き家・空き地情報バンク制度の紹介
　5月28日㈯～

学芸員M

E子

知ってる人が
出演してるかも? 丹南ケーブルテレビ

キャラクター
けーぶるん

なかよしひろば（園開
放）は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止対
策のため、個別対応と
させていただいていま
す。利用を希望する人
は保育所（園）にお問
い合わせください。

保育所（園） 電話番号

朝 日 西 保 育 所 34‒5602

朝 日 南 保 育 所 34‒1614

あ さ ひ 保 育 所 34‒0081

あさがお保育園 34‒1110

宮崎中央保育所 32‒2067

小 曽 原 保 育 所 32‒2039

陶 の 谷 保 育 所 32‒3014

西 徳 寺 保 育 園 37‒1354

四ヶ浦こども園 37‒0305

織 田 保 育 所 36‒0160

はぎのこども園 36‒0396

た い ら 保 育 園 36‒0251

人口と世帯
（4月1日現在）

人　口	 20,464	人

　男	 9,971	人
　女	 10,493	人
世帯数	 7,209	戸

（前月より35人の減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

　
4
月
1
日
に
行
わ
れ
た
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

出
発
式
の
写
真
で
す
。
町
の
交
通
網
の
充
実
に

一
役
買
う
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
詳
細
は
、
広

報
え
ち
ぜ
ん
第
２
０
５
号
で
特
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
4
月
15
日
現
在
）

（
4
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中	

後
藤
　
孝
行
さ
ん
（
85
歳
）

西
田
中	

橋
谷
　
英
子
さ
ん
（
88
歳
）

西
田
中	

熊
谷
　
政
之
さ
ん
（
67
歳
）

朝
　
日	

佐
々
木
き
よ
子
さ
ん
（
96
歳
）

朝
　
日	

金
巻
つ
や
子
さ
ん
（
94
歳
）

佐
々
生	

藤
井
の
り
子
さ
ん
（
89
歳
）

乙
　
坂	

清
水
美
喜
枝
さ
ん
（
86
歳
）

天
　
王	

山
田
　
文
子
さ
ん
（
97
歳
）

上
糸
生	

松
村
　
宗
一
さ
ん
（
86
歳
）

小
曽
原	

山
内
八

子
さ
ん
（
95
歳
）

江
　
波	

石
垣
　
昌
子
さ
ん
（
79
歳
）

江
　
波	

坂
下
　
廣
子
さ
ん
（
72
歳
）

樫
　
津	

渡
辺
三
重
子
さ
ん
（
94
歳
）

八
　
田	

谷
口
佐
々
子
さ
ん
（
89
歳
）

梅
　
浦	

長
谷
マ
ツ
イ
さ
ん
（
104
歳
）

新
　
保	

森
川
　
ハ
ナ
さ
ん
（
91
歳
）

高
　
佐	

濵
﨑
　
　
曻
さ
ん
（
91
歳
）

寺
　
家	

向
　
　
幸
榮
さ
ん
（
66
歳
）

寺
　
家	

泉
　
フ
ミ
子
さ
ん
（
92
歳
）

大
王
丸	

上
坂
　
文
子
さ
ん
（
64
歳
）

桜
　
谷	

眞
木
　
玲
子
さ
ん
（
90
歳
）

朝　

日 

細ほ
そ

井い　

柚ゆ

寿ず

（
直
人
、
女
）

佐
々
生 

松ま
つ

田だ　

愛あ
い

大と

（
知
大
、
男
）

佐
々
生 

青あ
お

山や
ま　

大ひ
ろ

翔と

（
佳
祐
、
男
）

気
比
庄 

嶋し
ま

田だ　

法の
り

継つ
ぐ

（
悟
士
、
男
）

樫　

津 

山や
ま

口ぐ
ち　

明あ

依い

那な

（
方
、
女
）

梅　

浦 

三み

好よ
し　

惺
し
ょ
う

貴き

（
太
貴
、
男
）

梅　

浦 

宮み
や

本も
と　
　

翠す
い

（
駿
、
女
）

　

厨 

山や
ま

本も
と　

堂と
う

雅が

（
涼
介
、
男
）

四
ツ
杉 

奥お
く

田だ　

捺な

月つ
き

（
武
、
男
）

Ｅ
子	

　
こ
ん
に
ち
は
。

学
Ｍ	

　
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
中
国
の
蜀
で
開
板
さ

れ
た
開か

い

宝ほ
う

蔵ぞ
う（『
蜀
版
大
蔵
経
』）が
東
ア
ジ
ア
世

界
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、説
明
し
ま
す
。

	

　

開
宝
蔵
は
中
国
国
内
の
大
寺
に
下か

賜し

さ
れ
た

ほ
か
、周
辺
諸
国
の
使
節
に
も
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

朝
鮮
半
島
の
高こ

う

麗ら
い（
九
一
八
〜
一
三
九
二
）や
、オ

ル
ド
ス
地
方
の
西せ

い

夏か

（
一
〇
三
八
〜
一
二
二
七
）

に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子	

　

現
在
の
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
建
国
さ

れ
た
西
夏
で
は
、「
西
夏
文
字
」と
呼
ば
れ
る
独
特

の
文
字
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
有
名
で
す
ね
。

学
Ｍ 

　
開
宝
蔵
は
、
日
本
へ
も
下
賜
さ
れ
ま
す
。
永
観

元
年（
九
八
三
）、
東
大
寺
の
僧
侶
で
あ
る
奝

ち
ょ
う

然ね
ん

（
九
三
八
〜
一
〇
一
六
）が
五
台
山
巡
礼
の
た
め
、

弟
子
数
名
を
と
も
な
っ
て
宋
に
向
か
い
ま
し
た
。

	

　
『
宋
史
』日
本
伝
に
よ
る
と
、奝
然
は
首
都
・
開か

い

封ほ
う

で
皇
帝
・
太
宗（
在
位
九
七
六
〜
九
九
七
）
へ

の
拝は

い

謁え
つ

を
賜
り
、日
本
の
地
理
や
気
候
に
つ
い
て

詳
細
に
報
告
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

　
ち
ょ
う
ど
奝
然
が
宋
へ
渡
っ
た
時
期
に
、開
宝

蔵
の
印
刷
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。す
ご
い
偶
然
で

す
ね
。

学
Ｍ 

　

そ
う
な
の
で
す
。
永
観
二
年（
九
八
四
）
に
五

台
山
巡
礼
を
果
た
し
た
奝
然
は
、翌
年
に
再
び
太

宗
に
拝
謁
し
、
開
宝
蔵
を
求
め
ま
し
た
。
太
宗
は

こ
れ
を
許
し
、開
宝
蔵
と
新
訳
経
四
一
巻
を
下
賜

し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

　
そ
の
開
宝
蔵
は
、今
で
も
日
本
に
遺
っ
て
い
る

の
で
す
か
？

学
Ｍ 

　

奝
然
が
将
来
し
た
開
宝
蔵
は
藤
原
道
長

（
九
六
六
〜
一
〇
二
七
）
に
献
上
さ
れ
、
法
成

寺
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
天
喜
六
年

（
一
〇
五
八
）、
法
成
寺
は
火
災
に
遭
い
、
開
宝
蔵

が
焼
失
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

　
あ
ぁ
、残
念
で
す
。

学
Ｍ 

　
実
は
焼
失
す
る
前
、近
隣
の
諸
寺
か
ら
派
遣
さ

れ
た
写
経
僧
が
開
宝
蔵
を
書
写
し
て
い
ま
し
た
。

Ｅ
子 

　
で
は
、書
写
経
は
遺
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

　
は
い
。
滋
賀
県
の
石
山
寺
を
は
じ
め
、
京
都
や

奈
良
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

	

　
こ
の
ほ
か
、北
宋（
九
六
〇
〜
一
一
二
七
）を
侵

略
し
た
金（
一
一
一
五
〜
一
二
三
四
）で
は
、開
宝

蔵
を
も
と
に『
金
版
大
蔵
経
』（
金
蔵
）が
造
ら
れ

ま
し
た
。

	
　
ま
た
、高こ

う

麗ら
い

で
開
宝
蔵
の
覆
刻
が
行
わ
れ
、『
高

麗
版
大
蔵
経
』（
高
麗
蔵
）が
成
立
し
ま
す
。

Ｅ
子 

　
上
野
順
藝（
丹た

ん

山ざ
ん

）が『
黄
檗
版
一
切
経
』の
対

校
を
行
う
際
に
重
視
し
た
大
蔵
経
で
す
ね
。開
宝

蔵
の
覆
刻
版
だ
っ
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

　
こ
の
よ
う
に
、中
国
史
上
初
の
木
版
印
刷
に
よ

る
大
蔵
経
で
あ
っ
た
開
宝
蔵
は
各
地
に
伝
わ
り
、

後
の
大
蔵
経
編
纂
の
基
準
と
な
る
な
ど
、東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
仏
教
文
化
の
発
展
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。

	

　
次
回
は
、
朝
鮮
半
島
で
開
版
さ
れ
た『
高
麗
版

大
蔵
経
』に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

京
都
仏
教
各
宗
学
校
連
合
会	

編『
新
編　

大
蔵
経　

―
成
立
と
変
遷
』法
蔵
館　
二
〇
二
〇
年

田
中
健
夫
・
石
井
正
敏	

編『
対
外
関
係
史
辞
典
』吉
川

弘
文
館　
二
〇
〇
九
年

　

4
月
9
、	

10
日
に
陶
芸
村
で
開
催
さ
れ
た

「
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

ク
ラ
フ
ト
市
で
買
い
物
を
し
た
り
、
屋
台
の
ご

飯
を
頬
張
り
な
が
ら
お
花
見
を
楽
し
ん
だ
り
、

陶
芸
村
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
夜
は
、僕
が
楽
し
み
に
し
て
い
た「
ス

カ
イ
ラ
ン
タ
ン
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
体
験

し
た
こ
と
の
な
い
景
色
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

時
を
待
ち
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
と
も
に
数
百

の
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
が
あ
が
る
様
子
は
圧
巻
で
、

満
開
の
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
相
ま
っ
て
、
幻

想
的
な
空
間
に
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。

　

ス
カ
イ
ラ
ン
タ

ン
は
願
い
を
乗
せ

て
飛
ば
す
そ
う
で

す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
し
て
、笑
顔
が

見
え
る
世
の
中
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。

編
集
後
記
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大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています

No.208
令

和
4

年
5

月
1

日
発

行

ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録
商標です

町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

●  越前北部児童クラブ  ●
　春は、散歩で花見、夏は海水浴や夏祭り、カレー
ライス作り、冬はクリスマス会、大掃除、正月遊び
など、四季折々の活動を楽しんでいます。

（長期休みのみの開所です。）

No.23輝け！

ベビーカステラ作りベビーカステラ作り

コマ回しコマ回し坊主めくり坊主めくり

夏祭り夏祭り

クリスマス会クリスマス会

カレーライスカレーライス
作り作り

夏休み編

冬休み編

LET'S
レ ッ ツ

つるかめ
　新型コロナウイルス感染症の影響で、介護予防教室の開催が
中止になり、教室内で行う「越前つるかめ体操」をする機会が
減りました。
　そこで、自宅でも気軽に越前つるかめ体操ができるように
DVDを制作し、無料で配布することになりました。希望され
る場合は、地域包括支援センターまでご連絡ください。また、
町公式のユーチューブでも公開していますので、テレビやパソ
コン、スマートフォンからの視聴も可能です。
　越前つるかめ体操とは、越前町独自の体操で、ストレッチや
日常生活で必要な筋力アップを目的とした体操です。
　ご高齢の人でも体操がしやすいように、座りながら、寝なが
ら、気軽に体操ができ、準備物もいらないのでどこでも体操す
ることができます。
　この体操をすることで、元気で長寿でいられる
ことを願って「越前つるかめ体操」と名付けられ
ました。

問合せ先　地域包括支援センター　☎34‒8729

越前つるかめ体操の

DVDができました！DVDができました！

ぜひ、ご家族のみなさんでつるかめ体操をして、ぜひ、ご家族のみなさんでつるかめ体操をして、
コロナに負けない体を作りましょう！！コロナに負けない体を作りましょう！！

▲ユーチューブ
QRコード
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